
アサビ同窓会　166-0011 東京都杉並区梅里1-3-3　阿佐ヶ谷美術専門学校内

2011年度 第7回 常任幹事会および
2012年度第1回 常任幹事会議事録

●日時
2012年5月26日(土)
15:00～17:00

●場所
阿佐ヶ谷美術専門学校 521号教室

●委任欠席者（カッコ内→代理人）
藤川正美
渡部征明（秋元）
松岡和彦（秋元）
勝山昌幸

＜2011年度 第7回 常任幹事会＞
常任出席者　13名
委任欠席者　  4名
(常任幹事17／25名　定足数成立)

＜2012年度第1回 常任幹事会＞
常任出席者　16名
委任欠席者　  4名
(常任幹事20／25名　定足数成立)

●議事進行：大村政幸

●議事録
書記：臼木菜穂(在校生)　　　　　　
　　　　　
校正・制作・文責：
秋元圭一・大村政幸

＜2011年度 第7回 常任幹事会＞
■議題
１─決算報告の進行状況と
　　予算案について
２─2012年度活動計画について

＜2012年度 第1回 常任幹事会＞
■議題
１─2012年度常任幹事会の三役と
　　委員長について
２─他・意見交換

●出席者
秋元圭一［会　長］
日野　高［副会長］
甲斐光省［副会長］
土橋洋一［常　任］
西田一成［常　任］
桜井裕美［常　任］
大村政幸［常　任］
浜村圭一［常　任］
白石龍子［常　任］
小山　弘［常　任］
永吉昭浩［常　任］
富澤和治［常　任］
竹島　巍［常任／新］
大野美菜子［常任／新］
山田直毅［常任／新］
小高恭子［常任／新］

◎はじめに
　2011年度第７回常任幹事会および2012年度第1回常任幹事会を同日に行う為、出席確
認、会長挨拶に続き、常任幹事会改選選挙にて新たに常任幹事に就任した方々を含めた出席
者の自己紹介が行われた。

●2011年度第７回常任幹事会

　前回議事録の承認について、事務局の大村氏は「作業時間が捻出できず、会長への提出が
遅れて本日の配布となり、申し訳ありませんでした。確認の時間を取れない為、後日あらため
て承認頂く為のお知らせを送らせて頂きます」と謝罪した。「遅れるのは今回が初めてではな
いので、しっかりしてほしい」との意見があった。

議題１　決算報告の進行状況と予算案について
　秋元会長は「2011年度の支出は予算よりも少なく、赤字はほとんどなかった。2012年度の
予算では、今年度は新入生が75名の見込みと少な目なので、支出を抑えたいところだが、総
会がある為、やむを得ない支出も出てくると思う」と述べ、配布した会計収支報告書および予
算案の内容を説明した。プロジェクト名等の細かな訂正個所を皆で確認し、常任幹事会の承
認を得た。後日監査を受け幹事各位への報告書の作成・発送へと進めていく事とした。

議題２　2012年度活動計画について
◎ 事務局／大村氏
　会議の開催・進行および取りまとめ、展覧会へのお花の手配など。

◎ 会計／小山氏・白石氏
　白石氏への会計担当の移行にあたり、永吉氏から提供していただいたデスクトップPCを元
手に、MacのノートPCを購入する予定。日野氏からノートPCのセキリュティ面のリスクの指摘
があったが、会計についてのみのやり取りをするため、打合せ時の利便性や、待機時の専有
面積なども考慮して、どちらを選ぶか担当側で決めてもらう運びとした。

◎ 名簿管理／小山氏
　昨年の『アサビさんよん会』の開催により、会員名簿が大幅に更新できた。今後もこのタイ
プの企画を開催しながら名簿の更新を進めて行く。総会に向けて新フォーマットへの移行作
業。今後、ソフトのバージョンアップや、名簿管理専用にパソコンの購入を検討中。

◎ 会則検討／甲斐氏
　土橋氏や西田氏の協力のもと、改定箇所のまとめをおこなっている。

◎ コラボ企画／甲斐氏
　さんよん会と同じ方向のイベントと、マンガ関係の同窓生を集めた話し合いを考えている。

◎ 選挙管理／勝山氏（秋元会長より代理報告）
　「3月に常任幹事選挙を行った際、選挙管理委員会の方でミスがあり、申し訳ありませんで
した。今年度は選挙は行いませんが、今回の反省も踏まえ、間違いのないよう準備に時間を
かけチェックして行いたい。準備、進め方も含め、選挙方法に関して、現在行っている方法に対
する意見や他にアイディアなどがあれば、随時提案して頂きたい。新しい提案があれば変更も
含め、検討していきたいと考えています。選挙に関してのルールは特に謳われていないので、
皆さんの了解を得られればよい方法で進めていきたい」と報告があった。

◎ WEB／松岡氏（事務局より代理報告）
　メールフォームの構築や、現行のホームページの見直しをしていく予定。

◎ 同窓生在校生支援／渡部氏（事務局より代理報告）
　同窓会賞の決め方を、皆さんの意見を参考にしながら決めて行きたい。

◎ 広報／勝山氏（富澤氏より代理報告）
　同窓会ニュースを総会パーティーをメインにし、紙面も大きくとる予定。9月下旬～10月初
旬に発送予定。また、会則改定報告は総会パーティーの案内状の中に組込むか別刷りにして
同封するかは、後日甲斐氏と相談して決める方向。

◎ アサビブリッジプロジェクト／浜村氏
　総会会場フロアを利用してのAsabi Bridge Work案、アサビフェスタでのセミナー案、同じ
くフェスタでのワーク案の３案を検討中。フェスタの開催が未定の為、今後の検討が必要。
ワーク用に、どなたか仕事をしている方を紹介して頂けるとありがたい。
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◎ インターンシッププロジェクト／日野氏
　学校とインターン先の会社の間を取り持つ事ができればよいと考えている。学生と会社の
間で、インターン制度に対する考え方にギャップがあると思うので、先ずはヒアリングから始
めたい。学校との協力体制でガイドラインを作れると良い。総会に向けて何かやらなければと
思う。会員に働きかける事が必要。

◎ 総会準備／秋元会長・永吉氏
　企画については、やるかやらないかで動いてもらうスタッフも変わってくると思う。企画次
第でいくつかの流れができると思うので、企画が決まったら中心になる方を決めて皆さんに
協力して頂きたい。ネット上に開催日と会場を載せてほしい。幹事へ名簿更新の協力を仰ぐ。
企画に関して、承諾を得なければならないものもあるので、こういう事をやりたいという案が
あれば、私か永吉氏へ連絡してください。幹事会で、全体像と、こういう事を考えていますとい
うお知らせができればと思っている。

　以上の報告の後、意見交換があった。「（西田氏）念押しになるが、2011年度常任幹事改選
選挙の結果報告時に、誰に何票入ったかの詳細を報告してほしい。総会では当選者の発表の
みでよいと思う」「（日野氏）今回の無効票に関しての理由も明記してほしい」との意見に、秋元
会長が「活動報告の中でそのように報告の予定です」と答えた。日野氏から「総会の告知は、
決まった事から早め早めにお知らせした方がよい」との意見があった。 

◎閉会挨拶
2011年度第7回常任幹事会が閉会され、2012年度第1回常任幹事会へ移行した。

●2012年度第1回常任幹事会
議題1　2012年度常任幹事会の三役と委員長について（承認事項）
　立候補者が出なかった為、大村氏が継続希望との意見を述べ、以下の方々が、常任幹事会
に於いて全会一致で承認された。

■三役
◎会長／秋元圭一氏　◎副会長／日野 高氏・甲斐光省氏　◎事務局長／大村政幸氏

■各委員会およびプロジェクトリーダー
◎会計／小山 弘氏・白石龍子氏
◎名簿管理／小山 弘氏
◎会則検討／甲斐光省氏
◎コラボ企画／甲斐光省氏
◎選挙管理／勝山昌幸氏
◎総会準備／永吉昭浩氏・秋元圭一氏

　秋元会長は「皆さんよろしくお願いします。新しく立候補される方がいればよりよいのです
が、なかなかそうもいかない。今後うまく交代が出来ればよいのですが」と挨拶した。

議題２　他・意見交換
●事務局大村氏は、「昨年7月の2010年度幹事会の後、目須田氏から２つの提案を頂いてお
り、返信したが、報告が今回となり、申し訳ございません」と謝罪し、報告した。
【提案1：主要メンバーは有給に】これに対して『交通費や作業代は支払われており、ボラン
ティアを了承の上ご協力頂いています、ご心配ありがとうございました』と返信。
【提案2：会費徴収を本気で考えましょう】これに対して大村氏は『常任幹事会で話題にします』
と返信していたが、この会議での初報告となった。
　提案2についての意見交換にて「会費徴収委員会があるが、現在は人が当て込まれていな
い」「振込用紙を送って年会費を頂くのはどうか」「現在の会費の見直しをしてはどうか」など
の意見の後、日野氏を中心とした会費検討の準備チームを組む運びとなった。

●西田氏より「常任幹事で委員会に名前の挙がっていない方は、どこかに所属してほしい」と
の意見があった。

●秋元会長は「会則改定案について、幹事会の承認を受けないと総会で発表できないため、
会則改訂案をコンパクトにし、提案したい」と話し、会則検討委員会で考慮する事となった。

◎閉会挨拶
　次回日程について、6月30日に幹事会を予定しているが、書類準備の都合によっては開催日
がずれるかもしれないとの確認をして、議会は閉会した。

２／２

◎WEB／松岡和彦氏
◎同窓生在校生支援／渡部征明氏
◎広報／富澤和治氏
◎アサビブリッジプロジェクト／浜村圭一氏
◎インターンシッププロジェクト／日野 高氏


